
 

 

１０月１３日～１８日に新宿高島屋で開催された『いけばな小原流展～白い秋～』に華道

部が作品を出展しました。以下は部員による感想です。 

 

私たち華道部の作品を新宿高島屋で開催される『いけばな小原流展～白い秋～』に出展す

ると聞いた時、自分たちの作品を見て頂けるという嬉しさの反面、無事作り上げることが

できるのだろうかという不安もありました。作品の構想を練っていく中で、白いシダを風

船に巻きつけて球体の形を作るという案があり、実際やってみましたが想像以上に大変で

した。そして、約２メートルもの高さのある黒いボックス型のレリーフにどのように表現

していくのかということを考えながら、部員と協力して作り上げることができました。題

名の“Sprout”という生命の誕生を上手く表現することができたと思います。実際の展覧

会に足を運びましたが、率直に「私たちの作品は他校と比べてシンプルだな」と思いまし

た。たくさんの作品が並ぶ中、それぞれの学校作品の良さや解釈の幅を感じることができ

たと同時に、私たちのものを飾って頂けたことをとても誇りに思います。この展覧会の出

品のおかげで、作品を自由に表現するための創造力が身につきました。またこのような機

会があれば是非挑戦したいです。 

 

 


